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 現在、日本全国でレジ袋削減の取り組みがされていることをご存知ですか。

今回は愛知県内の取り組みについてご紹介します 

 

かわら版を発行している私たちの取り組みをご紹介します 

  

平成２０年２月～３月に共同でマイバッグ

持参率調査を実施しました。 

調査は金曜日（蒲郡市は火曜日と水曜日）に

実施しました。 

レジを通過した方のうち、レジ袋をもらった

人数、マイバッグやその他のものを持参した人

数を目視で調査しました。 

その結果は下記のとおりです。 

 

 

 

 豊川市 

（9 店舗） 

蒲郡市 

（３店舗） 

新城市 

（５店舗） 

小坂井町 

（３店舗） 

マイバッグ率 １２．８％ － １５．９％ １１．４％ 

マイバッグ 

等持参率 
１６．６％ ２３．８％ ２０．４％ １５．１％ 

 

マイバッグ等持参率は、マ

イバッグ・バスケット・レジ

袋再利用・ダンボール・シー

ル等を含めた、レジ袋をもら

わなかった人数の割合です。 

 

 

 

 

 

（裏面もご覧ください） 

かわら版のキャラクター 

やらマイバックン 



 

県内の市町村の取組事例（環境省の調査より・平成２０年４月現在） 

・名古屋市 平成１９年１０月～緑区

でモデル事業 平成２０

年１０月～東部の７区、

平成２１年４月～西部の

８区でレジ袋有料化予定 

・瀬戸市  ２２店舗でレジ袋有料化 

・豊田市  ７０店舗でレジ袋有料化 

・豊明市  １４店舗でレジ袋有料化 

・安城市  平成２０年６月～３２店

舗でレジ袋有料化予定 

・刈谷市  協賛店でレジ袋を辞退し

た場合ポイントが提供さ

れ、ポイントを集めると

市が用意するエコバッグ

と交換できる 

 

平成 20 年２月８日、ごみゼロ社会推進あいち県民大会が行われました。そ

のなかで次のとおり愛知県民脱レジ袋宣言を行いました。（抜粋） 

 

レジ袋は日本中で１年間におよそ３００億枚使用されており、これを製造するために日

本が輸入する原油の約１日分が消費されているといわれています。 

 

① 生活者である私たちは、買い物にはマイバッグを持って出かけ、不要なレジ袋を受け

取らないようにします。 

② 商品を提供する私たちは、簡易な包装に努め、必要のないレジ袋は渡さないようにし

ます。 

③ 行政は、ごみを減らすライフスタイルを住民に示すとともに、効率的なごみ処理を推

進します。 

④ すべての会員がごみを減らし、貴重な資源を浪費しないよう努めます。 

愛知の環境を守り、美しい自然を私たちの子供や孫に引き継ぐために、全ての会員が

力をあわせレジ袋を削減し、ごみゼロ社会の実現に向け取り組むことを宣言します。 

 

 

豊川市  環境対策課 0533-89-2166   蒲郡市  環境課   0533-66-1121 

新城市  生活衛生課 0536-22-0521   田原市  清掃管理課 0531-23-3538 

設楽町  生活課   0536-62-0511   東栄町  住民課   0536-76-0503 

豊根村  住民課   0536-85-1311   小坂井町 住民環境課 0533-78-2114 

問い合わせ 


